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メロン、スイカ など

ヨモギ

セロリ、ニンジン など

ガはスギ・ダニに次ぐ感作率
身近に潜み秋に抗原量が増加するガ・ゴキブリ
ガは、春から秋にかけて（特に秋に多く）屋内外でみられます 1,2）。樹木や街灯
などの屋外だけでなく屋内に発生する種類（メイガやイガ）がいます。主に
ガの鱗粉（リンプン）がアレルギーの原因となります。ゴキブリは、夏に繁殖し
虫体のフンや死骸が秋に増加しアレルギーの原因となります。
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秋はさまざまなアレルゲンが増加する時期
広く可能性を疑い、特異的 IgE検査によって原因を絞り込むことは患者さんへの具体的な指導に繋がります

アレルゲンカレンダー
秋にアレルギー様症状がある患者さんには秋の花粉に加えてガやゴキブリなどの昆虫、室内塵などのアレルゲンにも注意が必要です。

花粉症の人は花粉‐食物アレルギー症候群：PFAS（Pollen-food Allergy Syndrome）にも注意
花粉症に合併することの多い食物アレルギーです。花粉に感作した人が花粉と交差抗原性をもつ特定の食物を食べたときに主に口腔症状（OAS：
Oral Allergy Syndrome）を呈することがあります。原因は花粉の主要アレルゲンと果物などの食物中に含まれているタンパク質の交差抗原性によるものです。
関連する食物は診断にもとづいた適切な回避指導に加えて、原因となる花粉が飛散する時期に発症・悪化するため花粉対策も重要となります。

主な症状
くちびる、舌、のどなどで起こるかゆみ、
イガイガ、腫れ

花粉と関連性のある食物

食品害虫で食品から発生します。

台所のシンクの下などにいます。

衣類や布団などをしまっておくクローゼットや
押入れなどに発生します。

参考文献　1） アレルギー・免疫． 2000； 17（4）： 448-458　2） J Allergy Clin Immunol． 1987； 79， 857-866

ノシメマダラメイガ（食品害虫）　　　

ゴキブリ

全国共通版 （内科・耳鼻咽喉科からの出検におけるアレルゲン別特異的 IgE感作率）

衣蛾 -イガ（衣類害虫）

イガ
イガ

対象と方法
2002 年から 2011 年の 10 年間に全国各地の内科・耳鼻咽喉科から
検査センターに出検された検体による19種類の吸入アレルゲン特異的 IgE
約 1,200万テストのデータを元に、感作率の高いアレルゲン順に都道府県
別感作率の中央値（％）を記載。また、本結果より地域による感作パターンの
類似性を検討し、9つの地域へ分類した。

Minami T et al. Allergol Int.2019; 68: 440-449 より作図 

裏面にて患者さんへの指導用資材などをご紹介しております

提供：東奥日報
提供：武藤敦彦



待合室など院内に設置いただける患者さん向け資材

ホームページなどウェブサイトへ掲載用の画像素材

イムノキャップ TM特異的 IgE・非特異的 IgE抗体検査 保険点数について

患者さん向け資材をご用意しております

URLもしくは二次元コードより必要事項を入力の上
お申し込みください。

資材注文フォームのご案内

画像リクエストフォームのご案内
ご施設（医療関係に限る）のホームページ用に、検査情報の提供をサポート
する画像データや院内モニター用のスライドショーをご用意しております。
URLもしくは二次元コード経由で必要事項をご入力の上お申し込み
ください。

※ 非特異的 IgE（総 IgE）はアレルギー性疾患か否かの診断時に参考になります。年齢により正常参考値は異なります。
 非特異的 IgEが正常基準値以下で特異的 IgE抗体検査が陰性の場合は、非アレルギー性疾患の可能性があります。

2023 年 8 月時点

A3サイズ
コード 462

検査後、患者さんへの指導の際に
ご活用いただけます。

A4サイズ /1冊 10枚綴り
コード 721

Viewアレルギー39指導箋ポスター

B6サイズ /3つ折り
コード 393

“ 症状がおきた時の状況 ”を確認、
整理できる小冊子です。

アレルギーチェック小冊子

該当する箇所に　  チェック

アレルギーかもしれない症状で思い当たるものをチェックして、該当するページに
進んでください。進んだページにある“症状がおきた時の状況”を整理して、先生との
コミュニケーションにご利用ください。

監修 中村 陽一 先生
 横浜市みなと赤十字病院アレルギーセンター

複数チェックがつく方はそれぞれのページにお進みください

その症状、もしかしたら
アレルギーかも

決まった季節に目のかゆみ、充血、くしゃみ、鼻水が出る
2ページへ

息苦しい時期があり、ゼーゼ―、ヒューヒュー、咳が出る

掃除、衣替えなどをすると目のかゆみ、くしゃみ、鼻水が出る

3ページへ家で夜間や早朝に咳が続く日が何日もある

犬や猫などを飼っている家で、目のかゆみ、くしゃみや鼻水が出る

特定の食べ物を食べた後、腹痛、じんましん、喉のつまり感や、
まぶたの腫れが出る

4・5ページへ
果物や野菜を食べると口の中や喉がピリピリ・イガイガする

B6サイズ /2つ折り
コード 050

アレルギー疾患や検査項目、
チェックシートを記載した小冊子です。

アレルギー小冊子

検査を希望される方は医師・スタッフまでご相談ください。
39種類のアレルゲン測定項目は本冊子の中面をご覧ください。

39種類を一度に調べられる
アレルギー検査
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ヨモギブタクサ

秋の花粉

カモガヤオオアワガエリ

夏の花粉

ヒノキ
ハンノキ
シラカンバスギ

春の花粉

花粉症の症状はカゼと似ています。水のような透明な鼻水や、目のかゆみなどの症状が続くようであれば、
秋の花粉症かもしれません。

秋の花粉症を引き起こす主な原因花粉は、ブタクサやヨモギ、カナムグラ、セイタカアワダチソウ＊の花粉です。これらは空き地や道端、河川敷
など身近な場所でみられ、花粉の飛散時期は 8月～11月です。
＊セイタカアワダチソウ（セイタカアキノキリンソウ）は、昆虫を介して受粉する虫媒花のため空中飛散数は少量 1）ですが大量に吸い込むことでアレルギー症状を起こすことがあります 2）。

子供は自分で症状を上手く伝えられない場合もあり、花粉症が見過ごされ
やすいです。このようなしぐさや症状は花粉症に関連しているかもしれません 4）。

目や鼻をこするしぐさ、瞬きが増える、鼻をすする、
鼻出血、くしゃみ、水性の鼻水、いびき、口呼吸

ブタクサやヨモギは、樹木花粉と比べて花粉の飛散距離が数十メートルと短いです 3）。そのため原因を知ることで近づかない、刈り取るなどの
対策が可能となります。

花粉症から始まる食物アレルギー　花粉 - 食物アレルギー症候群（PFAS）にも注意が必要です
PFASは、花粉症に合併する食物アレルギーで、果物や野菜を食べた後に口・唇・喉などにイガイガ感やかゆみ、腫れがみられます。
ブタクサ花粉ではメロンやスイカ、ヨモギ花粉ではセロリやニンジンなどの食物で症状がでることがあります。関連する食物は医師の診断を
受けたうえで適切な方法で避け、原因となる花粉対策をすることが重要です。

秋の花粉症の原因となるのはブタクサやヨモギなど身近にある雑草類です

子供の花粉症にも注意が必要です

秋の花粉は飛ぶ距離が短く対策が可能です

1） アレルギーの臨床． 1989； 9（2）： 139-145．
2） 花粉アレルギーと高原植物－セイタカアワダチソウの謎を追う． 黎明書房． 1975
3） アレルギー・免疫． 2006； 13（9）： 1254-1257
4） 耳鼻免疫アレルギー（JJIAO）37（1）: 17-20,2019 

アレルギー検査は保険が適用になる検査です。
希望される方は医師・スタッフまでご相談ください。

もっと秋のアレルギーについて
知りたい方はこちらから

カゼの症状かな？
それは秋の花粉症かも知れません
くしゃみ、鼻水、目鼻のかゆみ、喉のイガイガなど

ブタクサ セイタカアワダチソウヨモギ カナムグラ
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検査項目 Viewアレルギー39 イムノキャップ

特異的 IgE半定量・定量
（D015 13）

実施料 1,430点
（単項目 13項目と同様）

実施料 110点 × 項目数
（上限 1,430点＊）

＊シングルアレルゲン選択の場合は 13項目に相当します

非特異的 IgE定量※

（D015 10）
実施料 100点

（特異的 IgEの上限 1,430点に含みません）

免疫学的検査判断料
（D026 6） 144点

必要情報入力

最短
3ステップ

入力内容確認 ご提供
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